
　あきらめず、
がんばり続

つづ

けよう
　トーマスは、１

いっ

週
しゅう

間
かん

、家
いえ

の 手
て

伝
つだ

いを きちんと
やった ごほうびとして、円

えん

ばん型
がた

の おもちゃを
もらいました。その おもちゃには 五

いつ

つの くぼんだ
穴
あな

が あって、動
うご

かしながら 五
いつ

つの ボールを 
全
ぜん

部
ぶ

 穴
あな

に はめて 遊
あそ

ぶ ゲームに なっています。

　トーマスは 一
ひと

つの ボールなら 転
ころ

がして 穴
あな

に 
はめられるのですが、次

つぎ

の 一
いっ

個
こ

を 穴
あな

に 入
い

れようと
して 円

えん

ばんを かたむけると、最
さい

初
しょ

の ボールが 
穴
あな

から 出
で

てしまいます！　すると、最
さい

初
しょ

から 
また やり直

なお

しです。

　「こんなの、できっこ ないよ！」　トーマスは
 べそを かきました。

　ちょうど その時
とき

、お父
とう

さんが 来
き

ました。
「どうしたんだい、トーマス？」

　「むずかしすぎるんだ！　こんなの、できる 
人
ひと

 いないよ！」　トーマスは 円
えん

ばんゲームを 
指
ゆび

差
さ

して 言
い

いました。



　お父
とう

さんは 笑
わら

って、ソファーに すわっている 
トーマスの となりに すわりました。「なあ、
トーマス。むずかしいと 思

おも

うのは ふつう、まだ 
練
れん

習
しゅう

が 足
た

りないからなんだ。」　そう 言
い

うと、
お父

とう

さんは ゲーム機
き

を 拾
ひろ

い上
あ

げて、トーマスの 
手
て

に 渡
わた

しました。「何
なん

度
ど

でも やって みれば、
きっと やり方

かた

が 分
わ

かってくるさ。初
はじ

めて 自
じ

転
てん

車
しゃ

に 
乗
の

った 時
とき

の ことを、覚
おぼ

えているかい？　その 
時
とき

は、むずかしすぎて、ぜったいに 乗
の

れるように
なんか なれないって 言

い

っただろ？」

　トーマスは、初
はじ

めて 自
じ

転
てん

車
しゃ

に 乗
の

った １
いち

年
ねん

前
まえ

の
ことを 思

おも

い返
かえ

してみました。転
ころ

んでばかりだった
けれど、お父

とう

さんは 何
なん

度
ど

でも やってごらんって 
はげましてくれました。今

いま

は、全
ぜん

然
ぜん

 転
ころ

ばないで 
自
じ

転
てん

車
しゃ

に 乗
の

れます！　「そうだね、覚
おぼ

えてるよ。」
と、トーマス。

　「初
はじ

めて 読
よ

むことを 習
なら

い始
はじ

めた 時
とき

は、
かんたんだったかい？」



　「ううん、最
さい

初
しょ

は むずかしかった。」

　「だが、勉
べん

強
きょう

し続
つづ

けただろう。」

　「今
いま

は、読
よ

めるよ！」　トーマスが 元
げん

気
き

よく
言
い

いました。

　「分
わ

かるかい。最
さい

初
しょ

は むずかしそうな ことでも、
あきらめないで がんばる ことが 大

たい

切
せつ

なんだ。
父
とう

さんも、おまえくらいの 年
とし

ごろの 時
とき

には、同
おな

じ
ことが あったよ。泳

およ

ぐのが 大
だい

好
す

きだったが、
進
すす

むのが すごく おそくてね。だから、水
すい

泳
えい

チームに 
入
はい

ることさえ できなかったんだ。だが、チームに 
入
はい

れるよう、何
なん

度
ど

も 何
なん

度
ど

も 練
れん

習
しゅう

を 重
かさ

ねた。
そして ついに、水

すい

泳
えい

教
きょう

室
しつ

に 通
かよ

い始
はじ

めて １
いち

年
ねん

 たって、
やっと 学

がっ

校
こう

の 水
すい

泳
えい

チームに 入
はい

れたんだよ。
それだけじゃ ない。一

いち

度
ど

 水
すい

泳
えい

大
たい

会
かい

で メダルを 
取
と

った ことだって あるんだ。」

　「うわあ、お父
とう

さん！　すごいね！」

　「ああ、だが、もし チームに 入
はい

るのは むずかし
すぎるって あきらめていたら、それは 起

お

こらな
かった。」



　「メダルを 勝
か

ち取
と

ることも なかったんだね。」

　「そういう ことだ。この ゲームは、強
つよ

い 人
にん

間
げん

に 
なるのに 役

やく

立
だ

つんだよ。あきらめない ことを 
教
おし

えてくれるからね。」

　トーマスは ゲーム機
き

を 手
て

に 取
と

りました。
やり方

かた

を マスターできれば、どんなに うれしい
だろう・・・。そんな ことを 考

かんが

えながら、
トーマスは ゆっくりと ボールを 転

ころ

がし始
はじ

め
ました。最

さい

初
しょ

の １
いっ

個
こ

が 入
はい

りました！　けれど、
まだ ４

よん

個
こ

 残
のこ

っています。２
に

個
こ

目
め

の ボールが 
外
そと

側
がわ

の ふちに 沿
そ

って 転
ころ

がるように、
トーマスは 注

ちゅう

意
い

深
ぶか

く 円
えん

ばんを かたむけ
ました。２

に

個
こ

目
め

も 穴
あな

に 入
はい

りました。あと 
３
さん

個
こ

です！

　ところが その後
あと

、失
しっ

敗
ぱい

してしまいました！　
円
えん

ばんを、少
すこ

し 勢
いきお

いよく かたむけすぎたのです。
また 最

さい

初
しょ

から やり直
なお

しです。



　お父
とう

さんは トーマスの かたを ポンポンと 
たたきました。「その 調

ちょう

子
し

だ、トーマス。じきに 
上

じょう

手
ず

に なるさ。」

　トーマスの 決
けつ

意
い

が 固
かた

まりました。トーマスは 
深
ふか

く 息
いき

を すうと、また 始
はじ

めました。最
さい

初
しょ

の 
１
いっ

個
こ

が 入
はい

り、２
に

個
こ

目
め

も 入
はい

りました。ものすごく 
集

しゅう

中
ちゅう

して がんばった 結
けっ

果
か

、３
さん

個
こ

目
め

、４
よん

個
こ

目
め

と 
入
はい

り、続
つづ

いて ５
ご

個
こ

目
め

も 入
はい

りました。

　「お父
とう

さん、見
み

て！　できたよ！　ボールが 
全
ぜん

部
ぶ

、穴
あな

に 入
はい

ったんだ！」

　お父
とう

さんは 歓
かん

声
せい

を 上
あ

げて 手
て

を たたきました。
「やったじゃ ないか！　きっと、できると 思

おも

って
いたよ。あきらめなくて、よかったなあ！」

　トーマスは うなずきました。これからは、
新

あたら

しい ことが 最
さい

初
しょ

 むずかしくても、いつも 
がんばり続

つづ

けようと 思
おも

いました。

終
お

わり
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